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女子大学・短期大学における校名の理解と自校教育




The year of establishment and regional distribution of 120 women's schools named "Jissen Jogakko"
（Jissen Girls' School） before the end of World War II were confirmed and listed. This research will 





























1 自校理解教育　2 大学史・大学論教育　3 キャリア・プランニング教育
4 歴史・宗教学教育　5 オリエンテーション・ガイダンス教育　6 学問論
7 地域理解教育　8 自己発見・探求教育　9 専門導入教育
さらに，国立大学：63 校・公立大学：3 校・私立大学：14 校への調査データから，さまざま
な知見を得ている。






































































































































明治時代 =8 校・大正時代 =35 校・1945（昭和 20）年まで =71 校・1946（昭和 21）-1967（昭和
42）年まで =6 校の合計 120 校が設立されている（tab.2）　大きな流れとしては，前出の「tab.1 
高等女学校・実科高等女学校・各種学校の学校数推移」にそっていると見なしてよいだろう。
所在地については，東京と大阪にそれぞれ 12 校あり，このふたつの都市で全体の約 20% を占
めていることがわかる。以下，栃木と群馬と茨城が 8 校と 7 校と 6 校で続き，さらに福島・愛
















校は 3 校のみという点である。すなわち，「実践女学校（1899/ 明治 32 年）」「八王子実践女学院
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て」いるとともに，ベネッセ教育総合研究所が実施した調査結果にもとづき，「過剰な履修・過度の教
育負担」の状態にあると指摘する。（川嶋 2018 10-11, 16）
 2） 教育内容については，国公立・私立大学別のデータは示されていない。
 3） 橋本らは，女子大学の自己認識に関する研究において，1970 年代半ば以降，女子大学の存在意義をテー
マとする研究もあらわれ始め，さらには「女子大学の相対的な社会的地位低下に伴い、生き残りという
課題に関連して共学大学との差別化を目指し，『女子大学の特徴とは何か』を明らかにしようとする研





の」であったことを指摘する。（天野 et.al. 1995 55）
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1895（M28） 6 0 2 1 0 0 8 － － － － － － － － － － － － － －
1900（M33） 18 2 17 7 0 0 44 7 52 － － － － － － 1 54 55 1 54 55
1905（M38） 62 12 10 3 0 1 88 11 100 － － － － － － 3 98 101 3 98 101
1910（M43） 89 27 12 11 0 6 145 47 194 － － － － － － 18 74 92 18 74 92
1915（T04） 103 36 12 11 0 4 166 58 226 1 40 12 47 7 14 120 16 137 5 60 65
1920（T09） 130 79 15 22 1 11 258 77 337 0 44 10 70 9 14 147 29 176 3 60 63
1925（T14） 351 － 39 38 3 23 456 159 615 7 － 9 116 16 16 164 22 186 1 58 59
1930（S05） 445 － 40 45 2 14 546 222 778 2 － 16 129 21 129 187 18 205 2 67 69
1935（S10） － － － － － － 575 216 796 － － － － － － 162 18 180 15 59 74
1940（S15） － － － － － － 630 248 880 － － － － － － 173 13 186 7 74 81
* 「文部省年報」「高等女学校一覧」より算出。昭和 10 年以降は「高等女学校一覧」の記載なし。
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tab.3　校名に実践が含まれる学校（所在地別）




















































設立年 校名 所在地 前身校
継承校（2020 年現在）
1 1899 年 明治 32 年 帝國婦人協会実践女学校 東京 1882（明治 15）年　桃夭（とうよう）学校
1911（明治 44）年　実践女学校高等女学部・同
実科高等女学部→実践女子学園
2 1906 年 明治 39 年 函館実践女学校 北海道 ―
1929（昭和 4）年 函館実践高等女学校（1934/ 昭和
9 年廃止）→認定こども園龍谷幼稚園
3 鴻城実践中学校 山口 1889（明治 22）年　鴻城義塾設立（私立鴻城中学
校と同時期の設立と推定）
山口県鴻城高等学校
4 1907 年 明治 40 年 小樽実践女学校 北海道 ―
小樽双葉高等学校





6 1909 年 明治 42 年 磐田郡立実践高等女学校 静岡 ―
静岡県立磐田北高等学校
7 1910 年 明治 43 年 佐倉町立佐倉実践女学校 千葉 1907（明治 40）年　佐倉町立佐倉女子技芸学校
千葉県立佐倉東高等学校
8 1912 年 明治 45 年 大阪実践商業学校 ―
1933（昭和 8 年）年　大阪市立実践商業学校→大
阪市立中央高等学校
9 1914 年 大正 3 年 私立実践農業学校 愛媛 ―
愛媛県伊方農業学校→愛媛県立川之石高等学校
10 1920 年 大正 9 年 盛岡実践女学校 岩手 ―
盛岡市立高等学校　* 校名に盛岡はつかない




12 深谷実践女学校 埼玉 1908（明治 41）年　深谷女子実業補習学校
埼玉県立深谷第一高等学校
13 成徳実践女学校 兵庫 ―
神戸龍谷中学校高等学校
14 大阪市立実践高等女学校 大阪 ―
大阪市立扇町高等学校→大阪市立咲くやこの花
高等学校
15 1922 年 大正 11 年 小泉実践女学校 群馬 1911（明治 44）年　小泉町立小泉女子実業補習
学校
大泉町立北小学校
16 1923 年 大正 12 年 喜多方実践女子校 福島 1906（明治 39）年　喜多方女子技芸学校
福島県立喜多方東高等学校
17 境町実践女学校 群馬 1906（明治 39）年　境町女子実業補習学校
群馬県立伊勢崎高等学校
18 宇都宮市立実践女学校 栃木 1910（明治 43）年　宇都宮女子技芸学校
栃木県立宇都宮女子高等学校
19 中村町立実践女学校 福島 ―
福島県立相馬高等学校
20 奈良育英実践女学校 奈良 1916（大正 5）年 　私立育英女学校
奈良育英中学校高等学校
21 双三実践農学校 広島 1920（大正 9）年双三郡高等実業補習学校
広島県立三次青陵高等学校
22 玉村実践女学校 群馬 1922（大正 11）年　玉村実業補習学校女子部通
年科
群馬県立玉村高等学校
23 郡山実践女学校 福島 ―
福島県立郡山東高等学校
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24 1924 年 大正 13 年 豊橋実践女学校 愛知 1909（明治 42）年　裁縫塾
桜丘中学校・高等学校
25 保原実践女学校 福島 1909（明治 42）年　三町村組合立保原実業補習
学校
福島県立保原高等学校
26 淡海実践女学校 滋賀 1919（大正 8）年　淡海女子実務学校
淡海書道文化専門学校
27 水沢町立水沢商業実践学校 岩手 ―
岩手県立水沢商業高等学校






30 野上実践女学校 和歌山 ―
和歌山県立大成高等学校→和歌山県立海南高等
学校大成校舎
31 1925 年 大正 14 年 宇部市立宇部実業実践女学校 山口 1911（明治 44）年　宇部女子実業補習学校
山口県立宇部高等学校
32 小高（おだか）実践女学校 福島 1910（明治 43）年　小高裁縫補修学校
福島県立尾高商業高等学校→福島県立尾高産業
技術高等学校
33 今市町立補習実践女学校 栃木 1922（大正 11）年　今市尋常高等小学校裁縫補
習科
栃木県立今市高等学校
34 黒磯町立実践女学校 栃木 ―
栃木県立黒磯高等学校
35 足利実践女学校 栃木 ―
足利短期大学附属高等学校
36 玉名実践女学院 熊本 ―
玉名女子高等学校






39 越ヶ谷町立越ヶ谷実践女学校 埼玉 ―
埼玉県立越ヶ谷高等学校
40 町立粟野実践女学校 栃木 ―
栃木県立粟野高等学校→栃木県立鹿沼南高等学
校
41 精華実践女学校 大阪 ―
精華高等学校
42 岸和田市立実践女学校 大阪 東光尋常高等小学校併設
1930（昭和 5）年 岸和田市立実践高等女学校
→ 1948（昭和 23）年 廃止
43 藤川実践女学校 樺太 ―
終戦に伴い廃止
44 1927 年 昭和 2 年 上東郷村立東郷実践女学校 鹿児島 1908 年（明治 41）年　上東郷村立東郷女子実業
補習学校
鹿児島県立東郷高等学校（1987/ 昭和 62 年 廃止）
45 町立川之石女子実践学校 愛媛 1916（大正 5）年　川之石尋常高等小学校補習科
愛媛県立川之石高等女学校→愛媛県立川之石高
等学校
46 烏山町立烏山実践女学校 栃木 1921（大正 10）年　烏山町立実業女学校
栃木県立烏山高等学校





48 1928 年 昭和 3 年 浜田町立実践女学校 島根 1920（大正 9）年　浜田町立女子技芸学校
島根県立浜田高等学校
49 栃木県小山実践女学校 栃木 1922（大正 11）年　小山女子実業補習学校
栃木県立小山城南高等学校
50 一宮実践女学校（私立） 兵庫 ―
兵庫県立淡路高等学校一宮校（2010/ 平成 22 年
度 廃止）
51 1929 年 昭和 4 年 昭和実践女学校 大分 1908（明治 41）年　豊州女学校
別府大学附属高等学校
52 田名部町立田名部実践女学校 青森 1917（大正 6）年　田名部町立田名部女子実業補
習学校
青森県立田名部高等学校
53 豊岡町立豊岡実践女学校 岐阜 1926（大正 15）年 豊岡裁縫女学校（私立）
多治見実践女学校 / 実践高等女学校→岐阜県立
多治見高等学校
54 矢板町立実践女学校 栃木 ―
継承校不明
55 長狭実践女学校 千葉 ―
鴨川令徳高等学校
56 神戸実践女学校 兵庫 ―
1944（昭和 19）年　神戸女子商業高等学校→神
戸星城高等学校
57 神陽高等実践女学校 佐賀 1905（明治 38）年　神陽学館→ 1908（明治 41）年
　神陽女学校
1948（昭和 23）年　廃止
58 京城実践女学校 京城 朝鮮総督告示第 4 号による
1931（昭和 6）年閉鎖・朝鮮総督府告示第 366 号
59 1930 年 昭和 5 年 青葉高等実践女学校 東京 1914（大正 3）年　裁縫塾
1937（昭和 12 年） 青葉高等女学校→青葉学園中
高等学校→東京医療保健大学
60 鹿児島女子実践商業学校 鹿児島 1926（大正 15）年　鹿児島高等実践女学校の併
設校
志學館中等部・高等部
61 三島実践女学校 静岡 ―
三島実科高等女学校→知徳高等学校
62 1931 年 昭和 6 年 太田実践女学校 茨城 1873（明治 6）年　太田小学校
常陸太田市立太田小学校




64 1932 年 昭和 7 年 幸島（こうじま）実践女学校 茨城 1874（明治 7）年　諸川小学校
古河市立諸川小学校
65 浦河実践女学校 北海道 1905（明治 38）年　町立浦河農業水産商業補修
学校
北海道浦河高等学校
66 誉田（こんだ）実践専修学校 大阪 1913（大正 2）年　誉田裁縫女学校
羽曳野市立誉田中学校
67 1934 年 昭和 9 年 大阪府立佐野高等実践女学校 大阪 1903（明治 36）年　佐野村立裁縫学校（3 年制）
大阪府立佐野高等学校
68 見附町立見附高等実践女学校 新潟 1922（大正 11） 年　見附町立見附実科高等女学
校 
1947（昭和 22）年 廃止・継承校の有無は不明
69 渋谷商業実践女学校 東京 1924（大正 13）年　中央女学校
渋谷高等女学校→渋谷教育学園渋谷中学・高等
学校
70 長野高等実践女学校 長野 1925（大正 14）年　長野和洋裁縫女学校
長野女子高等学校
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73 1935 年 昭和 10 年 東京市立品川高等実践女学校 東京 1911（明治 44）年　荏原郡大崎町立大崎女子実
業補修学校
東京都立大崎高等学校
74 東京市立浅草高等実践女学校 東京 1922（大正 11）年　東京市立浅草実務女学校
東京都立浅草高等学校
75 東京市立豊島高等実践女学校 東京 ―
東京都立向丘高等学校
76 大宮町立実践女学校 茨城 同年　茨城県大宮実践女学校となる
茨城県立水戸第二高等学校大宮分校→茨城県立
常陸大宮高等学校
77 太田実践女学校 茨城 ―
太田町立太田中学校 廃止
78 江戸崎実践女学校 茨城 ―
江戸崎町立江戸崎中学校→稲敷市立江戸崎中学
校







81 大網実践女学校 千葉 ―
1944（昭和 19）年　廃止
82 1936 年 昭和 11 年 平塚高等実践女学校 神奈川 1926（大正 15）年　私立平塚高等裁縫学校
1947（昭和 22）年　平塚市立高等女学校→神奈
川県立高浜高等学校
83 横須賀市立実践女学校 神奈川 1927（昭和 2）年　横須賀市立実科高等女学校
横須賀市立第二高等学校→横須賀市立総合高等
学校
84 香梅高等実践女学校 大阪 1929（昭和 4）年　香梅高等女学校
香梅幼稚園
85 東京市本所高等実践女学校 東京 1931（昭和 6）年　東京市本所区第一実業女学校
東京都立本所高等学校
86 1937 年 昭和 12 年 須磨睦高等実践女学校 兵庫 1923（大正 12）年　須磨太子館附属高等裁縫部
兵庫大学附属須磨ノ浦高等学校
87 豊中市立豊中高等実践女学校 大阪 1936（昭和 11）年　豊能郡克明第三尋常小学校
併設
豊中市立高等女学校（1948/ 昭和 23 年 廃止）
88 関西高等実践女学校 大阪 ―
1941（昭和 16）年廃止
89 国府台学院高等実践女学校 千葉 ―
国府台女子学院中学部・高等部








91 松井田高等実践女学校 群馬 ―
群馬県立松井田高等学校






93 1939 年 昭和 14 年 名古屋商業実践女学校 愛知 1903（明治 36）年　桜花義会看病婦学校
桜花学園高等学校





新京 1935 年（昭和 10）年　新京家政女学校
新京弥生高等女学校
96 1940 年 昭和 15 年 大宮高等実践女学校 埼玉 1924（大正 13）年　私立神戸（かんべ）裁縫女
学校
神戸幼稚園
97 昭和商業実践女学校 東京 ―
富士見丘中学高等学校
98 石塚実践女学校 茨城 ―
1944（昭和 19）年　廃止
99 室田高等実践女学校 群馬 ―
群馬県立榛名高等学校
100 桐生市実践女子青年学校 群馬 ―
桐生市立商業高等学校
101 名古屋市立高等実践女学校 愛知 ―
名古屋市立向陽高等学校





103 古知野町立高等実践女学校 愛知 ―
愛知県立古知野高等学校→愛知県立尾北（びほ
く）高等学校
104 白木実践女学校 山口 1930（昭和 5）年頃，城山尋常高等小学校に実践
学校を併設
周防大島町立城山小学校
105 津市立高等実践女学校 三重 ―
1944（昭和 19）年　津市立女子商業学校
106 広島商業実践女学校 広島 ―
広島修道大学附属鈴峯女子中学校・高等学校→
ひろしま協創中学校・高等学校
107 1942 年 昭和 17 年 私立青年学校岩崎実践女学校 東京 ―
國學院大學久我山中学高等学校
108 飯塚高等実践女学校 福岡 ―
飯塚市立飯塚第一高等女学校→福岡県立嘉穂高
等学校
109 1943 年 昭和 18 年 柏崎高等実践女学校 新潟 1891（明治 24）年　裁縫練習場
2016（平成 28）年 3 月　柏崎実践学園法人清算
終了
110 玉木高等実践女学校 1892（明治 25）年　長崎女子裁縫学校
1948（昭和 23）年　玉木女子高等学校→長崎玉
成高等学校
111 常清高等実践女学校 長崎 1911（明治 44）年　清心女子技芸学校
1949（昭和 24）年　廃止
112 大阪府泉南高等実践女学校 大阪 ―
―
113 1944 年 昭和 19 年 新潟高等実践女学校 新潟 1900（明治 33）年　帝国婦人協会新潟支会附属
裁縫講習所
新潟青陵高等学校
114 高田高等実践女学校 新潟 ―
―
115 1946 年 昭和 21 年 松江高等実践女学校 島根 1924（大正 13）年　松江ミシン裁縫女学院
開星中学校・高等学校
Jissen English Communication 第 51 号
－ 64 －
116 山梨実践女子高等学院 山梨 同年，山梨女子高等学院に名称変更
山梨学院中学校・高等学校
117 茅ヶ崎町立実践女学校 神奈川 ―
1948（昭和 23）年　茅ヶ崎市立茅ヶ崎中学校→
神奈川県立茅ヶ崎高等学校
118 1948 年 昭和 23 年 実践商業高等学校 石川 1932（昭和 7）年　北陸明正珠算簿記専修学校
石川県立金沢向陽高等学校 / 星稜中学・高等学
校
119 1950 年 昭和 25 年 本庄高等実践女学校 埼玉 1947（昭和 22）年　本庄女子洋裁学校
本庄東高等学校
120 1967 年 昭和 42 年 飯田女学院高等実践学校 愛知 1919（大正 8）年　飯田裁縫塾
飯田幼稚園
注 1　設置年などが不明なもの 
山鹿実践女学校（私立） 熊本 1925（大正 14）年　開校のための土地収用公告あり（官報 3811 号） 
1912（明治 45）年　山鹿町外十七ケ町村学校土木組合立山鹿実科高等





志布志高等実践女学校 鹿児島 1917（大正 6）年　町立志布志女子実業補習学校→ 1920（大正 9）年　
鹿児島県志布志実業高等女学校 渡辺（2013 18） 



















なお，曾文・東石の 2 校については，1938（昭和 13）年から 1941（昭
和 16）年の開設であったようだ。
注 2　実科女学校など名称の誤記と思われるもの 
西条高等実践女学校 愛媛 1906 年（明治 39）年　組合立西条実業女学校 
参考：愛媛県立西条高等学校サイト
高山実践女学校 岐阜 1917（大正 6）年　高山町立高山実科高等女学校認可（官報 1359 号）
戸畑実践女学校 福岡 1928（昭和 3）年　福岡県戸畑実科女学校（官報 369 号） 
参考：飛幡会（福岡県立戸畑中央高等学校同窓会）サイト





高等家政女学校認可（官報 3368 号） 
2020 年現在は「金山幼稚園」があるのみ。
実践女学校 愛知 1940（昭和 15）年 愛知県実務女学校認可 
吉田 et.al. （2019 53）　および　愛知県立瑞陵高等学校サイト
福山市立実践女学校 広島 1941（昭和 16）年　福山市立実科女学校認可（官報 4288 号）
注 3　複数の典拠が得られず，かつ「実科」など校名を変えても検索されなかったもの 
田沼実践女学校 栃木 佐野市立田沼小学校・田沼東中学校の沿革ページに名前があるのみ。




設立年 校名 所在地 前身校
継承校（2020 年現在）

















1904 年 明治 37 年 天田郡立女子工芸学
校（認可のみか）
京都 —
1909（明治 42）年　廃校 → 天田郡立高等女学校 → 京
都府立福知山高等学校
1910 年 明治 43 年 三条町立女子工芸学
校
新潟 —
1912（明治 45）年　三条町立三条実科高等女学校 → 
新潟県立三条東高等学校
1913 年 大正 2 年 愛知高等女子工芸学
校（私立）
愛知 1905（明治 38）　愛知高等裁縫女学院
1948（昭和 23）年　愛知女子工芸高等学校 → 愛知産
業大学




昭和 5 年 廃校）
1926 年 大正 15 年 新潟女子工芸学校
（私立）
新潟 1900（明治 33）年　裁縫教習所





防府市立実践女学校 山口 梅本（2008 599）にあるのみ。
